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【２】作業別のリスクアセスメント演習 

～ 危険源の特定、リスクの見積り及びリスク低減措置の検討 ～ 

 

１ 溶接作業 

 アーク溶接作業の「他の作業者の近くでのアーク溶接作業」及び「高所でのアーク溶接作業」

例題について演習を実施しましょう。 

 必要により、P46の別表１「危険性又は有害性の特定の着眼点」、P52の別表２「主な危険性又

は有害性と発生のおそれのある災害の例」、P62の別表３「作業におけるリスクとその低減対策の

例」を参考とします。 

一人ひとりが記入した「危険性又は有害性と発生のおそれのある災害」を持ち寄り、リーダー

（司会）、書記、発表など役割を決め、グループ（4～6名）で検討し、リスクアセスメント実施

一覧表を作成します。 

 

演習の基本 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

① 個人作業で、P22の一覧表の「2．危険性又は有害性と発生のおそれのある災害」欄に、記載

済みの例以外の「発生のおそれのある災害」を考え記入します。次に「2．危険性又は有害性と

発生のおそれのある災害」欄の記載済み例を見て、リスク見積りの方法（P15）を参照し、枠内

の「4．リスクの見積り」から「7．対応措置」を記入し〔5分〕、次にグループ検討します〔15

分〕。 

② 再び個人作業で、他の「2．危険性又は有害性の発生のおそれのある災害」を考え、「7．対

応措置」まで記人し、次にグループ検討します〔20分〕。 

（時間は目安です。少なくとも一項目についてリスク低減措置案実施後の想定リスクまで記入

します。） 

③ 発表や講評を行うと効果的です。 

      

 

アーク溶接作業を行っている作業者の

近くに他の作業者がいます。 

 建設現場の高所でアーク溶接作業を行

っています。 


